
日本生化学会那47回大会 (1974)

8) 血中脚 仙 こBgJjす る血況タンパクTI

西村滋久 ･11佃 汀Yf･伊藤氾排

竹中 岱 ･稲田祐二

日本生化学会那47回大会 (1974)

9) Pseudomonasglutaminaseのトt)プシソ分節

阿部 力 ･竹巾 修 ･稲田枯二

日本生化学会折47回大会 (1974)

10)ニホソザル新生児掛こおける血液タソバク質の変動

竹 中 修

那19回ブ1)マーチス研究会 (1975)

幸島野外観察施設

河合雅排(派)･森 明bJJE

串良をめぐる硯光開発や硯光客の増大によるフィール

ド維持の田椎さは持続している｡この問題は謎本的には

国による管理体制を作ることが尼も望ましい耶決法であ

ろう.なれ 昭和49年から助手の定員がつき,疎明TJが

赴任した{現地の職flは4人となった.

<g群れの状況>･

1)一ダーの地位,群れの社会的造は比較的安定してい

る｡ただし,ここ数年にわたる変化であるが,祝光関係

者による不定期無計画な印の投与によって,オオトマ1)

の掛こ段田するサルが生じ,群れのまとまりは少しルー

ズになっている.

サルの随康状掛 こついては,寄生虫を大皿に持ってお

り,昨年にひきつづき,現せた個体が目立つ｡また若い

個体の発育の遅れは大変田著である｡49年度の出産数は

22頭であり,内897iカー死亡した｡49年度のLu産数が多か

った理加工,2つ考えられる.48年度の出産数が少なか

ったことと,48牢記死亡個体が統出したため,48年秋に

大皿の人工の飢を与えたためである｡48年秋から49年春

にかけてIdを的に体盃の増加が見られた｡

研 究 概 要

1) 串DJのサルの生態学的 ･社会学的研究

森 明雄 ･河合雅雄 ･三戸サツヱ1)

山口田嗣2)･冠地富士男2)

前年度からの継杭で,ポti'ユレ～シFソ動掛 こ関する

謂資料を収封ミしている｡jll回のサルの体血測定を行な

っている｡前年度は,おとなの個体が中心であったが,

今年度より若い団体に血点を旺き.先述に凹する穴料を

うるよう努めている｡また,Tm文化的行動 (イモ洗い,

小麦洗い行動)に関するTf料もとっている｡また社会変

1) 教務和佐f1

2) 文部技官

動の通年の記斑をとっている.

2) 内部寄生虫に関する研究

3m井.fY･:一郎3)･妹 明排

内部'#生虫卯の牢節変化を.月1【白川T,l作各に採苅する

ことにより,疋皿的に閃ペている.また駆虫な行なって

いる｡

3) 柑 こ大きなポビュレ～シTZソ･サイズを持つ群れの

統合

掠 明 雄

高崎山A群 (約1,000D7i),B群(約300双)で,おとな

のメスを個体識別し,おとなのメス問のDFT1位関係を調べ

た｡高崎山A群,B群ともに,位劣の不安定なm体関係

が多数見られた｡m位関係の不安定さの度合は.郡れの

ポti'ユレ～ショソ･サイズに依存することを見山してい

る｡

4) 拓崎l川こ生息するニホソザルの7'カソポウ (0才)

の死亡数と死亡安田の推定

森 nJ) LiE

絹崎山AW･,B打のm別したおとなのメスのアカソポ

ウ (148ilVi)の生死を打月1回確認し,死亡時糊を調べ

氏.

なお49年度に.ホ施設を利用して研究を行なった所El

は千黙放肌 松椎fJ'j明 (サル施設)菅原和孝 (大学 院

生)｡本施設を利用した･jt･同利用研究者は.爪田兼好 (京

大 ･理 ･動物)町mrT.昭 (国立科学博物柁)･荒木潤(帝

京大)である｡昭和49年度に,本施設を訪問あるいは利

用した研究老は延べ716人である｡

論 文

1) 疎 明雌 (1974):霊長規のコミーニケ～シすソ

言語 3(ll):

学 会 発 表

1) htratroopspacingmechanism oftlleWild

JapanesemonkeysoftheKoshimatroop.
A.Mor且.

5thCong.Int.prim.S∝.(1974)

2) 特に大きなボビーレーション･サイズを持つ群れの

統合

森 明 雄

約19回7't)マーチス研究会 (1975)

サル類保健飼育管理施設

千柴放郎 ･松林lJII明

後藤俊二

昭和491F･皮における木施設の※筋道行上,瓜も田牝を

3) 宮崎大学凸学部家畜内科教室 (大学院生)
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感ぜしめたものは,いわゆるオイルショックに始まる財

政の累租である｡このことの最も深刻な影響は,サル居

住区の空調特に暖房の節減となって現われた.す なわ

ち,約4糊 (1月1日より3月31日に至る厳寒期)検疫

分として入荷したインド産アカゲザルに,暖房期間の縮

小と,室内設定温度の切り下げを強いらることになっ

た｡これらの入荷群に見られた肺炎の多発は,暖房条件

の怒化と紅按関係あるか否かは明らかでないが,いずれ

にせ.i,捉まfL節減による暖房事情は今後更に深刻化す

る,とすれば,節4期検疫は最早断念せざるを得ない事

腿さえ予測せねばなるまい.

柾望皆節約の徹底化は,前述以外の形においても,サル

の他山t維持 ･管理に対して,喧々の好ましからざる影響

を及はしているが,今後これの打開策として最も其剣に

取り組まなければならない課題のひとつは,サル陳有数

の最適正規投の算定であろう｡このことは一見容易に見

られ勝ちであるが,決してそうではない.というのは,

外国産サルの輸入事情は今後益 悪々化の一途を辿るであ

ろうから,これに対抗し得る合理的措定としては,なん

としても自家繁殖態勢の充実を回らねはならず,その為

には,現有のサル頭数を一方的に削減することは厳に供

しまなければならないからである｡従ってサル促有数の

適正値の決定に当っては,最終的には漸増を指向しつつ

ち,短期的な削減を弾力的に併せ行なわざるを柑ない,

という某に困放な問題に直面するであろう｡この こと

紘,単に本施設にのみ留まる問題ではない管である｡何

となれば,サル保有数の縮小は当然,必要及位限のサル

をいかに適切 ･有効に用いるか,という課題を研究者に

投ずるであろうし,この課題の解決という前提 なしに

は,サル保有数の縮小という作業自体が決して容易には

弟1表 昭 和 49 年 度 サ ル 移 動 状 況

二 二

コ モ ソ ツ バ イ

ス P - P 1)ス

オ オ ガ ラ ゴ

声

…

聖
'=.:i:;;.I.:;.I..;I.:;.I;
.
.

その他一
1

1

2リ ス ザ ル

チ>ウベイクモザル

バ クス モ ン キ ー

カ ニ ク イ ザ ル 3 2

がソネットモソキー 5

ア カ ゲ ザ ル 50 6 8

タ イ ワ ン ザ ル 2

ブ タ オ ザ ル 1

ベ ニ ガ オ ザ ル 8 111

f8

1

1

1 1

1

2

2

18 △ …△3 △ 1

1

ニ ホ ン ザ ル 21 21 9 4

ヤ ク 占 ホ ンザ ル 2 1

MffxMfy 7 5 1

McxMff

Mm xMff

マ ソ ト ヒ ヒ 8 2

シ Pテ ナ ガザル 2 △1

1

4

1 1

計 93 3 14 49 59 31△19 △3 △1 2 2 19

合 計 増加総数 159 ･ 減少総数 164

仰考 :(1)△印は検疫中に死亡 (2)事故死の内訳 (術後管理不良母ザルの加虐による
子ザルの死など)

種 名

コ モ ン ツ バ イ

ス p - P 1)ス

オ オ ガ ラ ゴ

コ ザ

リ ス ザ

レ

レ

/

/

ノドジT3オマキザル

チュウベイクモザル

ミ ド リ ザ ル

バ タ ス モ ソ キ ー

ア カ ケ′ ザ ル

ブ タ オ ザ ル

タ イ ワ ソ ザ ル

ベ ニ ガ オ ザ ル

カ ニ ク イ ザ ル

ポソ ネ ッ トモンキー

ニ ホ ソ ザ ル

ヤ クニホ ンザ ル

MffxMfy

マ :/ ト ヒ ヒ

シ Pテテナガザル

ア ジルテナガザル

チ ソ バ ソ ジ ー

2
2

6

2

7

1

1

2

4

0
9

13
㌶

18

14

14

32

が

21

12

1

1

1

1

1

- 20-



進行し得ないからである.

以上の如く.昭和 917･腔におけるサルの安定I糊缶は決

して容易なものではなかったが,他面なにがしかの前述

もあった｡多年の恋既であった,検疫以外のサルの定JP)

他店診断が6月から実施され,6例の赤刑を先見し村た

こと,国内産サルの皿過映並指針が作成されたこと.サ

ル飼Tf℡理紀要とでもいうべきテキス トがPSか九,研究

部門に配和されたこと符である.これらの防疫恩73)を一

周充91取越させる為にも,自家無紋の体制づくりと,差し

当っては通過快査用ケージの確保とが早急に望まれる｡

人El欠勤としては.昭和49年4月1日づけで,千丈敏

郎が封本光掛 こ代り施設長に就任した.また,登倉尋宍

助手が9月1日づけで奈良女子大に転出し,按任として

後藤酸二が12月1日に宕任したb

弟2衣 491'F一皮サル施設経TT概要

萌 日 金統(千円)

ケ ー ジ

仰 晶

サ ル 脚

帖

5..
9
m

和

人

サ ル 飼 料 隅 入 犯

罪 pr7u 空モ

消 耗 品 珊

人 件 氾
雑 烈

計

940

350

脚

脚

.
01O

脚

脚

1lo

舶

1

5

1

1

4

51

研 究 概 要

1) ニホソザルの杓子形成のKinetics一野外群 と堂内

群との比較

千 非 敏 郎

野外群として,市崎山および官Blのfree･rangingの

成熟恥 こついて椛炎biopsyを行ない,朽上皮のCycle

を祝祭した.その結果,精上皮の細胞の配列は桂皮に乱

経であることが判った｡次で室内飼育の成熟雄なら去勢

によってnAもを採取し,同様の観察を行なった所,朽細

胞の配列は非常に規則的であった｡ この相違が biopsy

と去勢という夫 興々る手技に基づくものか否かを挽討す

るために,宝内飼育の雄の同一frl炎から,先ずbiopsy.

次に去勢に上って租紙片を和た技.同様の祝祭を行った

所,附述の成抗の和迩はほぼ,m3it採取の手術の和迫に

帰せられる,と結納して良さそうである｡従って,今後

野外群におけるbiopsyの手技には一考を安する｡

2)室内飼育ニホンザルにおけるm細胞の分裂バターソ

千 乗 敏 郎

去勢によって得たrrlDt紅組片について,各世代の精細

伯の分させのバクーソ (分要望の回数とそれによって生ずる

細胞数の比)を-mべる予定｡

3) ニホ'/ザル枕の性校悦に形ですろ紙･田子

松 林 的 明

これまで成抗を和岱してきた牢節変動.保定の形哲に

統き,外先払の好甥をみることを口的に.予備実験を行

い所定の知見を和た｡今後は本突放を組む予定｡

4) ニホンザル雌の性周掛 こ関する甚斑的研究

松 林 桁 明

出産部象を記録する泡,妊娠雌三頭を使って,陣痛開

始から分娩,胎盤娩出までの映画投影を行った｡

5) サル桝の限正俊に関する基礎的研究

後 藤 俊 二

各位サル刑の坪野眼底像を検討するため,所内麻育個

体について,検限銃および眼底カメラを用いて前限部及

び限正俊の祝祭と記録を行なっている｡

論 文 ●

1) Tiba.T.&H,Nigi(1975):Unregelmassig

aufgebauteZellgemeinschaftendesSamene･

pithelsbeimfree･rangingJapanischenMakak

(Macaca/uscata)inderPaarungszeit.Primal

tes(imDruck).

2) Matsubayashi,K.(1974):Seasonalvariation

inurinary17-0Xosteroidsandseminalfructose

inmateJapaneseMacaquemonkeys.(Macaca

fuscatafuscata)LaboratoryAnimals38:2531

255.

3) 俣野奇計.松林WEnJl.大)Ln形 (1974)

｢杓子｣産科と婦人科 41:67-65

学 会 発 表

1) .ニホソザルの柄上皮Cycleにみられる不規則性一

繁殖期の餌づけされた群について一

千茶敏郎 ･和秀雄

好78回日本放医学会 (1974)

2) 約千形成のKinetics

千 井 敏 郎

抑1回Andrology研究会シソポジウム (1975)

3) InfluenceofchainrestraintinmaleJapanese

maCaqWeS･

KiyoakiMatsubayashi

5th.Cong.tnt.Prim Soc.(1974)

ニホンザル研究林

野生ニホソザルを典型的な生息地において,その生存
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を保証しつつ純粋に研究の対象としてもちつづけるため

に,ニホンザル研究林の名称下に計画がたてられてい

る｡すなわち南限･北限 ･中部高山岳 ･西南日本暖帯林

のそれぞれの代表として4地点をえらびだし,各研究林

の両群をおおむね3群が生息するひろさとし,各所にそ

れぞれ祝祭所と人員とを配起し,統轄するための本部を

研究所内におく｡将来はニホンザル研究林施設となるべ

きものであるが,昭和過年度にはじめて特別事業の形で

下北地区に予罪がつき,計画の節一歩がふみだされた｡

山小舎の践能をもつプレ-ブ (lo揮)1校が奥戸川上

二又沢山合に設圧され,単申50cc1台,炊事 ･幕営用具

他調査用Tf材がいちおう整備された｡6月より非常勤職

員として足沢月戊が大間地区に常駐し,本研究所教官,

共同利用研究員らとともに調査にあたっている｡

48年度にひきつづき,青森県教育委員会の,天然記念

物北限のニホンザルおよびその生息地緊急調査に,共同

利用研究Llである森治 ･和田久氏らとともに足沢および

末位が参加した｡

昭和491'rT･腔より向う10ヶ年問の青森営林局下]地 域施

諜計画区,約2次地域施菜計画の策定に当って,下北半

仏のニホソザル生息地 (研究林予定地)が含むべき施菜

窮件について悪鬼を求められ,数次にのぼる参考意見の

具申と調盤がおこなわれた.

下北研究椎地域のニホソザルとその生息地の森林の保

全のための誠斑的条件を把捉するため,森林経営学 ･森

林生協学 ･並見放生態学の協同作菜として,下記のよう

な内容の縦続調査を行なっている.

下北半瓜における森林施業がブナ･ヒ,:林生態系に及

ぼす好守別こ関する研究

1. 森林施業とブナ ･ヒ,:林の動態分析

四手井綱英 ･堤 利夫 ･森田 学

荻野和彦 (以上,京大 ･放)

ここでは,森林施業とりわけ択伐施業の対象となった

ブナ ･ヒ,:林の動態を生態学的 ･経営学的に考察する｡

このためいくつかの林分において,①施業前 ･施菜後

の,林分fJl.ki造の変化を分析し,比較検討するとともに,

②過去における施策内容について,技術史的見地から考

察を加え,現在の林分榊道をどのように規定しているか

を明らかにする｡

2. 森林施業とニホソザルの生活維持

東 滋 ･和田一雄 ･杉山串九

足沢貞成 (以上,霊長研)

ニホソザルの行動圏全域にわたり,それぞれの群れの

生活様式を分析し,森林施業にともなうブナ ･ヒ':林の

枯資変化のもとで,ニホンザルの生活がどのような好轡

をうけるかを,①個体群動態との閑適において,②生活

環境としての林分をどのように利用するかなどの点から

明らかにする｡

また,屋久島研究林,一木曽研究林 (予定地)において

ち,予備的段階ではあるが,定期調査がそれぞれ昭48,

昭45年度よりはじめられた｡本年度は屋久島では7月,

11月に約25人による袋中調査,木曽では,11月に4人に

よる定期調査がおこなわれ,この成果は群れの分布,個

体数,生息域のひろがりなど,今後の研究林を場 とし

た｡本格的調査にさきだつ継年変化をとらえた基礎fi料

として役立つであろう｡

特別事業費 (下北)として許された予許の枠内でのih-u

約から,以上の調査研究活動のすべてを支えることはむ

ずかしい｡現状では研究林 (予定)地域を場とした共同

利用研究によってえられた成果に大きく依存している｡

しかしこのことは,逆にいえば自然皮の高いニホンザル

生息域を対象として開拓しうる問題領域が大きいことを

示しており,研究林はそのための切としての役割を究し

つつある｡ (-R 滋)

大学院学生

昭和49年度における京都大学大学院理学野悦科蜘勿学

専攻霊長撰分科の学生,指導教官及び研究テーマは次の

とおりである｡

氏名 学年 指導教官 研 究 テ - マ

波辺邦夫 Dl 川村俊歳 ニホンザルの群れの糾付け

以降の変化について

シシバナザル生悠調査

佐藤 俊 Dl 河合雅雄 白山の周辺部オスの個体関

係について

雫石邦溢 M2 川村俊歳 三延大拭習林のサルの生腿

学的研究

菅原和事 M2 河合雅雄 幸島のサルの個体関係につ

いて

松村道- M2 久保田戊 部門の項参m
浜田生馬 Ml 久保田競 部門の項参照

十川和博 Ml 高橋健治 部門の項参m

所内談話会

昭和49年度には所内談話会が11回閑地された,所内,

所外の研究者の現在の仕事内容をよりよく理僻してもら

うためと,また海外から帰朝された人の報告を聞かせて

もらうため開催日を毎月第二,筋四水掛こ固定し,談話

会の定着を試みた｡毎会多数の出席者を得て盛況であっ

た｡以下に演者と訴題を記す｡

節26回 (通算)1974年5月15日(水)

｢生化学部門の研究方向について｣
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